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南信州広域連合第３回広域連合会議 結果報告

日時：平成28年６月16日(木)15：35～15：57

場所：長野県飯田合同庁舎 ３階 講堂

１  開  会…15:35

【出席者】12市町村長・阿南副町長・豊丘副村長・佐藤副管理者

〔下伊那地方事務所〕布山副所長・今井地域政策課長・細野地域政策課長補佐兼企画振興係長・

竹村地域政策課主査

〔飯田保健福祉事務所〕寺井所長

〔飯田建設事務所〕西元所長

〔社会福祉法人ひだまりの郷あなん〕三浦阿南学園施設長・熊谷阿南学園庶務係長

〔町村会〕牛久保事務局長

〔飯田広域消防〕関島消防長・三石消防次長兼飯田消防署長・有賀総務課長

〔飯田環境センター〕田見事務長・北原事務長補佐兼新焼却施設整備担当専門主査

【事務局】渡邉事務局長・塚平事務局次長・北原事務局次長補佐兼庶務係長・秦野事務局次長補佐兼広域

振興係長・下島介護保険係長・前沢庶務係主事

２  広域連合長挨拶

先日の移動知事室では、下伊那地方事務所・飯田建設事務所・飯田保健福祉事務所に準備していただき、

当地域が大変お世話になったことに対して改めて御礼申し上げる。また、先日開催された信州大学航空機

システム共同研究講座の来春開設に向けてのシンポジウムについても皆様方に大変お世話になり、おかげ

さまで盛況に終えることができたことに対して感謝申し上げる。いよいよ県・信州大学・広域連合が一体

となって知の拠点構想を進めていくことが見えてきて、来年４月から実際にスタートするということを改

めて感じた。今後ともよろしくお願い申し上げる。

３  協議・報告事項

(1) ひだまりの郷あなん「平成27年度阿南学園事業報告及び決算報告」について

…資料による説明（三浦阿南学園施設長）

「社会福祉法人ひだまりの郷あなん」では指定管理による阿南学園の他、就労継続支援・グループ

ホーム等の運営に携わっている。

広域連合から指定管理を受けている阿南学園の概要について。入所者70名（平成28年３月31日現

在）、そのうち８割が飯田下伊那の出身者である。平均年齢53歳（最高齢者は81歳）。入所者の高齢

化等に伴い、日中における生産的な作業活動の縮小を余儀なくされ、療養対応の支援が増え、昨年度

は２名のターミナルケアを経験させていただいた。安心・安全な生活を提供するための現施設の改築

については、是非とも前進させたいと思っている。

決算について。資料１ページから４ページまでは法人全体を示したもの。27年度より当法人は新た

な会計基準に移行したため、今回に限り前年度との比較がないことをご了承いただきたい。５ページ

以降の表は阿南学園分を示したもの。阿南学園改築に向けた施設整備のための積立については、昨年

度３千万円を積み増しして現在２億円となっている。

【質疑なし】

(2) 日本遺産について

…資料２による説明（渡邉事務局長）
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浜松市の担当課からそれぞれ照会されている。資料２・３ページにそれぞれの市町村の対応につい

て一覧表として整理した。基本的には多くの市町村が該当するところで「協議に参加する」というこ

とで回答いただいた。個々の市町村での対応が基本であるが、地域全体としての関わりの状況を考慮

し、適宜関係自治体と調整させていただきながら、必要に応じて広域連合会議・部会の場で協議し、

歩調を合わせながら進めていきたい。まだ会議等で具体的な内容が決まっていないため、本日のとこ

ろは状況の説明とさせていただくが、これからの取り組みと合わせてご承知おき賜りたい。

【質疑なし】

(3) 婚活イベント「ミライカレッジ南信州」について

…資料３による説明（塚平事務局次長）

一般財団法人地域社会ライフプラン協会が主催し、運営受託会社として株式会社ツヴァイが行って

いる婚活イベントについて。今年度、南信州広域連合としても共催という形で計画を作成し、「ミライ

カレッジ南信州」として始動した。

５月には女性参加者20名を対象とした、(株)ツヴァイ主催の事前セミナーが東京にて開催された。

男性参加者については、現在構成市町村に募集を依頼しており、20名の参加者を予定している。

７月９日・10日が本番のツアーとなり、女性参加者が南信州を訪れ、男性参加者と顔合わせをして

いただく。宿泊先を阿南町・かじかの湯とさせていただいた。このツアーにおいてカップルが成立し

た場合は、ツアー終了後にフォローセミナーを開催し、今後の手当等を行っていく予定。

それぞれの市町村から選出された参加者については、６月25日開催のプレイベント「ライフデザイ

ンセミナー」に参加していただき、当日に臨んでいただく流れになっている。

【質疑なし】

(4) 飯田広域消防から

①出動状況について

②熱中症について

…資料４による説明（三石消防次長兼飯田消防署長）

①出動状況について

昨年同日と比較した６月９日現在の市町村別火災発生状況について。今年の総合計49件は昨年と比

較して１件の減少。今年の火災による死者は３名で、昨年・一昨年の４名に迫っている状況。火災を

早期に発見し犠牲者をなくすため、住宅用火災警報器の設置促進に引き続き取り組んでまいりたい。

平成28年６月９日の火災・救急・救助の出動件数について。昨年同日と比較して、火災は１件の減

少、救急は41件の増加、救助は５件の減少。

②熱中症について

４月25日から６月９日までの状況について。救急搬送人員は８名で、いずれも中等症以下。熱中症

については随時状況報告させていただく。

【質疑なし】

(5) 南信州いいむす21登録判定について

…資料５による説明（秦野事務局次長補佐兼広域振興係長）

審査の結果「適合」と認められた２件の登録をお認めいただきたい。２件の区分については更新登

録で初級２件。

【質疑なし、承認】

(6) 下伊那農業高校 高校生アグリレストランについて

…資料６による説明（秦野事務局次長補佐兼広域振興係長）

下伊那農業高校アグリ研究班は、昨年当広域連合のイベントにご参加いただき、アグリレストラン
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を主催していただいた。その際に提供した料理を地元の方々にも提供したいということで、６月 25

日にイベントを開催する旨のご案内をいただいた。まだ募集定員にも余裕があるとのこと。ご周知を

お願いしたい。

【質疑なし】

(7) 後援依頼について

…資料７による説明（北原事務局次長補佐兼庶務係長）

資料７－１について…「ようこそ、歌舞伎の世界へ 地芝居飯田公演」（飯田文化会館 宮沢館長）

の後援依頼。平成28年８月28日(日)開催。出演は大鹿歌舞伎保存会・下條歌舞伎保存会。詳細につ

いては資料参照。後援内容については名義使用及びＰＲ協力。

資料７－２について…「うるぎ星の森音楽祭」（うるぎ星の森音楽祭実行委員会）の後援申請。平成

28年９月４日(日)、うるぎ星の森オートキャンプ場にて開催。詳細については資料参照。後援内容に

ついては名義使用。

資料７－３について…「第９回武田信玄狼煙会狼煙上げ」（武田信玄狼煙会）の後援依頼。平成 28

年９月３日(土)開催。詳細については資料参照。後援依頼事項については、ポスター・チラシを作成

した折に「南信州広域連合」を後援団体として記載したいとするもの。

以上３件について、後援のご審議をお願いしたい

【質疑なし、後援承諾】

４ 長野県

●下伊那地方事務所

…口頭による説明（布山副所長）

先日の移動知事室においてご理解・ご協力を賜り、改めて感謝申し上げる。１日目にいただいたご

意見については、現在本庁・各部局等と協議しながら、課題解決に向けて今後の対応を検討している。

２日目以降の知事の現地視察・伊那谷自治体会議について、関係市町村長にご出席いただき感謝申し

上げる。皆様のご協力により、３日間にわたる移動知事室が無事終了することができたことについて、

この場をお借りして厚く御礼申し上げる。

●飯田建設事務所

…口頭による説明（西元所長）

６月は土砂災害防止月間である。６月10日には関係市町村・砂防ボランティアにご協力いただきパ

トロール等を実施した。引き続き平時の備え・梅雨入りによる河川等の浸水が予想される場合の危機

管理等、関係市町村の皆様と連携をとってまいりたい。

●飯田保健福祉事務所

…口頭による説明（寺井所長）

先程広域消防から熱中症の話があったが、５月頃は熱中症患者が多く発生した。現在は若干中休み

傾向にあるが、７月あたりからまた暑くなると大勢の方が熱中症になり得るため、皆様の職場でも気

をつけていただきたい。熱中症は湿度が非常に関係するため、本日のような湿気の多い日は特にご注

意いただきたい。

５ その他

【熊谷高森町長】

以前話があった民俗芸能パートナー企業制度の協定について聞きたい。

【牧野広域連合長】

企業・団体と南信州広域連合が協定を結んで、長野県が立ち合う。協定については広域連合が主体。



4

【熊谷高森町長】

こちらとしては「協定を結べて良かった」と思っていた。しかし町内の企業から「協定を結んだ企業は比

較的規模の大きな企業ばかりだ。大きな企業なら従業員やお金をお祭りに出しても会社経営に何ら影響しな

いが、我々のような小さい企業は影響が大きい。それでも地元のお祭りには積極的に関わっているし、消防

団としても頑張っている。」という声が上がった。そこで、大企業ばかりに焦点をあてるのではなく、小さく

ても頑張っている企業にももう少し光をあててもらえるような仕組みを考えられないか。その点を配慮して

いただき、小さい企業だが地域で頑張っているというところを是非評価していただきたい。

【布山下伊那地方事務所副所長】

大変貴重なご意見をいただいた。今回のパートナー企業の協定については、広く伝統芸能を伝承していく

ことを目的に、まずは比較的大規模な企業・団体と協定を結んだ。しかし広く伝承していくことは大企業に

限ったことではないので、今の要望の趣旨については検討させていただく。

６ 今後の日程

  ７月15日（金） 南信州広域連合会議

７ 閉 会…15:57


